
２０２５年８月２日、台風一過の夏の強い日差しが降り注ぐなか、
本学にて、西武沿線地域の小学生を対象とした「マインクラフ
ト」イベントが開催されました。子供たちが大好きなゲーム「マ
インクラフト」を通じて創造性や協調性を育むことを目的とし
ており、小学生と学生スタッフが参加しました。

ＫＡＥＴＳＵの

 地域貢献・社会連携
嘉悦大学は、地域に開かれ、地域と協働し、
地域に貢献する大学を目指しています

嘉悦大学　花小金井キャンパス
８月２日（土）１３︰００〜１６︰００
嘉悦大学　経営経済学部
小平市教育委員会　　　　　西武鉄道（株）
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後 援 協 賛

「マインクラフト」の頭文字のMポーズで記念写真。「マインクラフト×
　まちづくり─廃校が生まれ変わる日」

work
shop

変化が激しい先の見えない時代だからこそ、大学は社会で活躍できるビジネスパーソンに必要な「底力」を育む場所であるべきです。
「底力」とは、変化を読み解く鋭敏な洞察力、変化を味方にする柔軟な行動力、変化を乗り越える強固な精神力。
嘉悦大学は「実学教育」の大学です。あなたはここで経営や経済の基礎知識を深めます。ビジネスの現場に足を運び自らの眼で確かめます。
人と本気で向き合い言葉を交わします。アイデアを実務につなげる思考をします。社会で活かせるキャリアや資格を目指します。未知の世界へ踏み出す勇気を培います。
「経営学と経済学を一体で学べる」伝統のカリキュラムと、学生一人ひとりに伴走する少人数制の体験型教育が、あなたの「底力」を引き出します。
４年間で、あなたはきっと変わります。「底力」を手に入れたあなたは、どこへでも飛び立てます。嘉悦大学は、あなたが未来へ向かう滑走路なのです。
そして、あなたの「底力」は、いつか誰かを支える力となる。

底力をつけよう。

嘉悦大学

嘉悦大学のキーフレーズ＆ステートメント
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　イベントは午後１時にスタート。オープニングでは、主催
者である嘉悦大学の土井隆准教授から「今日は、みんなの
自由な発想で、この世界のどこにもないような素晴らしい作
品を作ってください。そして、友達と一緒に協力し、この日
を最高の思い出にしましょう！」と挨拶。子供たちの期待に満
ちた表情が会場の熱気を高めました。
　ワークショップは、「アイデア制作」「マイクラ制作」の手
順で進められました。テーマは「廃校の利活用」です。最初
は初対面同士のお友達に戸惑っていましたが、次第に役割
分担を始め、声を掛け合いながら作業を進める姿が見られま
した。「この建物の屋根はどうする？」「もっと豪華にしよう
よ！」といった会話が飛び交い、デジタルな空間の中で、リ
アルなコミュニケーションが活発に行われました。
　ラグジュアリーな建築物を作り上げるグループもいれば、
奇想天外なアトラクションパークを作り上げるグループもあ
り、支援スタッフとして参加していた学生たちは、「子どもた
ちの発想力には驚かされるばかり。構造やデザインに対する
固定観念がなく、本当に自由な発想で建築物を生み出して

います」と感心しきり
でした。
　午後３時から行われ
た「作品発表会」では、
各グループの代表者が
制作した建物のこだわ
りや、制作過程でのエ
ピソードを発表。会場
からは、子供たちの個

性豊かな作品一つひとつに、驚
きの声が上がり、完成度の高い
作品に惜しみない拍手が送られ
ました。
　保護者向けには、「『マイン
クラフト＝遊び』だけじゃない！学びの力を育てるデジタル世
界」と題した講演会を同時開催。保護者の皆様にマインク
ラフトが創造力、論理的思考力、協働性、問題解決能力を
育む強力な教育ツールであることへの理解を深めていただ
きました。
　保護者からは、「普段はゲームばかりしていると思ってい
たが、こうして創造性や協調性を育む場として活用できるこ
とに感動した」「ゲームを通じて、
他の子との交流が生まれたのが嬉
しい」といった声が寄せられました。

マインクラフト×まちづくり
　今年から嘉悦大学で授業を持たせていただいています
が、私はもともと「教育版マインクラフト」を使った作品が集
まる全国大会である「Minecraftカップ（マインクラフトカッ
プ）」の事務局のディレクターとして全国各地で「マインクラ
フト」を使ったデジタルものづくりの普及に携わってきました。
　マインクラフトは２０２５年時点で３億５,０００万本以上、
月間アクティブユーザー数は１億７,０００万人超と世界中で
大人気のゲームです。「教育版マインクラフト」は、世界各
国の現場でも積極活用されています。

　保護者の多くは、デジタル教育＝プログラミング教育のよ
うに捉えられがちですが、私はデジタル教育というのはもっ
と幅広いものだと考えており、小学生でコードが書けるとか、
プログラミング言語を扱えるというよりも、何かを創造する
ためにデジタル（マイクラ）を活用するという考え方です。
　デジタル教育を普及するためには、３つの要素が必要だと
考えています。一つはマインクラフトカップのような甲子園
形式の競い合う仕掛け。二つ目は、個々の家庭の機材や資
金の問題。そして三つ目が大人の理解です。昨今、ＩＴ企業
に勤める親が増えるなかで全国各地でマインクラフトカップ
にボランティアで参加いただける保護者が急速に増えてい
ます。子供たちに適切な課題を与えてインプットとアウトプッ
トを繰り返し、ほめてあげる。この好循環が社会に生まれれ
ば子供たちのデジタルリテラシーは飛躍的に高まると考え
ています。

プログラミング＝
デジタル教育ではない

　当初は、パソコンの操作に慣れていない子や、プログラミ
ングという概念自体に戸惑う子もいるだろうと予想していま
した。しかし、蓋を開けてみると、子どもたちはキーボード操
作もマウス操作も驚くほどスムーズにこなし、私たちが説明
したプログラミングの概念も、まるでスポンジが水を吸い込
むかのようにあっという間に理解してしまいました。私たちが
教わっているかのようでした。
　とくに印象的だったのは、「創造性」です。マインクラフト

という自由度の高いゲーム空間を舞台に
することで、子どもたちは教科書通りに
ただプログラムを組むだけでなく、思い
思いのアイデアを形にしようと奮闘して
いました。

　ある子はプールを水族館にみたてるプログラムを追加した
り、またある子は、複数の色をランダムに使うことで、カラ
フルな壁を自動で作るプログラムを考えていました。大人か
らすると「どうしてその発想になったんだろう？」と思うような、
ユニークで斬新なアイデアが次々と飛び出してきました。
　１ＤＡＹの短いプログラムでしたが、子どもたちが目を輝か
せながら、夢中でプログラミングに取り組む姿は、私たちに
とって大きな喜びでした。最初は戸惑っ
ていた子たちが、終わる頃には自信
満々の表情で、自分で作ったプログラ
ムについて熱心に語ってくれたとき、こ
の活動をやってよかったと心から思いま
した。

土井 隆准教授　

　産官学連携によって西武線の沿線価値を向上させる目的でエリアマ
ネジメントを始めたのは２年前からです。今回は、小平市と包括連携を
組んでいる嘉悦大学のイベント協賛というかたちで関わらせていただき
ました。
　学生たちの斬新なアイデアと若い視点は、プロジェクトに新たな風を

吹き込みます。彼らが提案する、従来の枠組みにとらわれな
いサービスやデザインは、沿線住民だけでなく、新たな層を
呼び込む魅力となります。先行して西武鉄道　池袋線で行っ
ている「江古田キャンバスプロジェクト」では、武蔵大学、
日本大学芸術学部、武蔵野音楽大学の三校が連携しながら
地域活性化に取り組んでいます。

西武線の沿線価値を高める
産官学連携への期待

有坂 真由子さん（３年生）

　今回、嘉悦大学のイベント協賛企業として初参加させて
いただきましたが、とくに職員や学生の皆さんの熱意や中身
の濃いイベント運営、子供たちや保護者の方々の温かい笑
顔に、私たちも大きな感動をいただきました。イベントを通じ
て、改めて地域とのつながりの大切さを実感し、私たち鉄道
事業者がその一端を担えていることを誇りに思います。

三澤 勇樹さん（２年生）

小平市や地域に住む小学生を対象に

嘉悦大学は、地域から愛される大学づくりと
地域から求められる人材の育成に専念しています。
今回のイベントは、地域の方々との絆を深め、
未来を担う人材をともに育むために開催しました。

ワークショップを開催！

イベントを仕掛けた教員

嘉悦大学の教育は、教員が学生に「寄り添う」ことを大切にする、双方向的なものです。一
方的な知識伝達だけではなく、共に考え、共に学びを深めていく姿勢を重視しています。今
回のイベントでは、この教育理念を体現するように、学生自身が教員のように参加者の皆さん
に「寄り添い」、運営を献身的にサポートしま
した。教員から受けた「寄り添う」姿勢が、学
生から参加者の皆さんへと実践されたのです。

ユニークで斬新なアイデアが
次 と々飛び出す

イベントをサポートした学生たち

保護者向け講演会

西武鉄道（株）
沿線価値創造本部

事業創造部の方
からのコメント
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様 な々地域貢献・
社会連携の取り組み

嘉悦大学は地域に開かれた大学です。研究会など
において、地域に根差した活動が積極的に進めら
れています。市民イベントへの参加、地域NPO
での実習、地場産品の開発・提案など、小平市を
中心に地域に向けた取り組みを続けています。

小平市の活性化と東日本大震災
で被災した企業の復興支援を目
的に始まった青空市場。学生が企
画運営し、小平産の食材や県外
地域の特産品を販売するイベント
として８年以上続き、地域活性化
や地方創生に貢献しています。

青空市場「こだマルシェ」
小平産野菜や全国の特産品を販売！

小平市の環境美化マナーアップキャンペーンに継続的に
参加しています。大学の地元・花小金井駅周辺で、学生
が吸い殻などのごみのポイ捨てやペットのフン放置禁止
の呼びかけを行い、駅周辺の清掃活動も行っています。

　　　　　　　　　　「環境美化マナー
アップキャンペーン」に参加
美しい小平をいつまでも！

「TOKYO 選挙・時間プログラム〜１８歳選挙権に備えて（共催・小平市選
挙管理委員会）」と題して、都立小平高等学校で授業を開催しました。小平
市選挙管理委員会のご協力もあり、本物の投票体験を高校生に届けました。

「選挙啓発授業」
選挙違反事例を寸劇で表現！

嘉悦大学は地域に根差した大学として、西武信
用金庫様から助成金を得て、多摩地域の活性化
を目的に、様々な地域貢献やマイクロビジネス
を学生の自主的な取り組みとして行っています。

「学生による
　地域振興活動助成」
　について

T O P I C S

経営経済学部 経営経済学科
大学院ビジネス創造研究科
博 士 前 期 課 程・ 博 士 後 期 課 程

嘉悦大学は日本初の女子商業教育を実践した嘉悦孝によって創立され、爾来１２０余年に渡り
実学教育を展開してまいりました。本紙『KAETSU on the MOVE』では嘉悦大学の今をレポー
トします。今後の広報紙の一層の充実をはかるため、皆さまのご感想ご意見をお待ちしております。

 〒187-8578　東京都小平市花小金井南町２-８-４　TEL︰042 - 466 -7591
E-MAIL︰cdcenter@kaetsu.ac.jp　https://www.kaetsu.ac.jp/

２０２５年７月発行　［編集・発行］嘉悦大学キャリアデザインセンター
バックナンバーも
ご覧いただけます
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